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た
ば

第3章
地区（行政区）紹介

　震災前の双葉町は17地区、それぞれに特徴が
あった。行政区長と住民が文化財や伝統行事を守
り、育み、住み良い地域づくりに励んできた。広
報ふたばで震災前に、「教えてください地区のこ
と　見て聞いて○○地区」の企画を連載した。そ
れらを再編集して、思い出に残る震災前の双葉の
地域ごとの情景を残していきたい。

震災前の17地区
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1
広報
ふた
ば

見
〇
て
〇
聞
地
いて
区

「教えてください地区のこと」

6
288

288

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

391

254256

35

常
磐
線

常
磐
線

石熊

長塚一
なが　つか　いち

長塚一
なが　つか　いち

いわき浪江線いわき浪江線
広野小高線

（通称：浜街道）
広野小高線

（通称：浜街道）

井手長塚線井手長塚線

長塚請戸浪江線長塚請戸浪江線
寺松
てら　まつ

寺松
てら　まつ

三字
さん　あざ

いし　くま

渋川
しぶ　かわ

なか　  だ 

こおり やま 

ほそ　 や  

鴻草
こうの くさ  

もろ　たけ

両竹

はま　 の

浜野
はま　 の

浜野

やま　 だ 

山田

しん　ざん

新山

   げ   じょう

下条

中田

なか　  の

（中野）

なか　はま

（中浜）

郡山

細谷

は　 とり

羽鳥

長塚二
なが　つか　 に

長塚二
なが　つか　 に 下長塚

しも　なが　つか

下長塚
しも　なが　つか

1010

1515

1313

1717

❶❶

1414

❸❸

❺❺

1616
❼❼

❾❾

1111

❽❽

❹❹

1212

❷❷

❻❻

●
双葉町役場

●
双葉南小学校

●
双葉高校

●
双葉中学校

●  
双葉町
公民館

双葉北小学校● ●ふたば幼稚園

●
双葉海水浴場●ヘルスケアーふたば

至浪江町

至大熊町

●
双葉厚生病院

下長塚地区は、谷沢町、三ノ宮、観音堂、寺内前、
福田廹、上廹からなる地区
です。

❶下長塚地区　Vol.409　平成21年7月号
❷郡山地区　　Vol.410　平成21年8月号
❸寺松地区　　Vol.411　平成21年9月号
❹石熊地区　　Vol.412　平成21年10月号
❺渋川地区　　Vol.413　平成21年11月号
❻細谷地区　　Vol.414　平成21年12月号
❼中田地区　　Vol.415　平成22年1月号
❽三字地区　　Vol.416　平成22年2月号
❾両竹地区　　Vol.417　平成22年3月号
�新山地区　　Vol.418　平成22年4月号
�浜野地区　　Vol.419　平成22年5月号
�山田地区　　Vol.420　平成22年6月号
�長塚一地区　Vol.421　平成22年7月号
�羽鳥地区　　Vol.422　平成22年8月号
�下条地区　　Vol.423　平成22年9月号
�鴻草地区　　Vol.424　平成22年10月号
�長塚二地区　Vol.425　平成22年11月号（最終回）

下
しも

長
なが

塚
つか

地区

▲寺内阿弥陀堂
　本尊　阿弥陀如来（町指定文化財）

有害対象狩猟鳥獣捕獲隊長
でもある瀧澤さん宅には捕獲した
たくさんのイノシシのしっぽが…

※「広報ふたば」紙面　「教えてください地区のこと　見て聞い
て〇〇地区」を抜粋、再編集して掲載いたします。平成21年
7月号から22年11月号まで連載し、双葉町の17地区を、当時
の広報ふたば発行時点の行政区長へのインタビューと地区の
シンボルの社やお堂などを紹介したものです。

▲三ノ宮神社（母乳の神様）
　祭神　三宮大明神、大梵天王

▲観音堂（子宝の神様）
　本尊　十一面観世音　祭神　斉竈神

　双葉町に住んでいても自分の住んでいる地区以外のことはあまりよく知らないという人
が多いのではないでしょうか。広報ふたばでは、地区の人に親しまれ、大切に守り継がれ
ている伝統や特色ある活動、その魅力について紹介いたします。

田
園
風
景
が
広
が
る
、
営
農
施
設
の
中
心
的
な
地
域

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

西内　重夫 行政区長

震災前の双葉町は
こんな町でした
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42

53

石熊地区は、八房平、
節辺廹、七日沢、垢離
取場など11の小字から
なる地区です。

郡山地区は、西原、本風呂、堂ノ上、塚ノ腰、五
番など28の小字からなる地区です。

渋川地区は、岩廹、広畑、羽竜前、房ノ内、宮渡、
西カノなど25の小字からなる地区です。

寺松地区は、寺沢、松倉の大字と南廹、竹柄山、
葉ノ木谷地など9つの小字からなる地区です。

石
いし

熊
くま

地区郡
こおり

山
やま

地区

渋
しぶ

川
かわ

地区寺
てら

松
まつ

地区

▲石熊の地名の由来となった
　取り上げ石

▲平成19年に改築された
　薬師堂（火の神様）

▲愛
あ た ご
宕神社

　祭神　伽
か
具
ぐ
突
つ
智
ち
廼
の
命
みこと

▲龍頭山仲禅寺
　本尊　釈

しゃ
迦
か
牟
む
尼
に
仏
ぶつ

十万山登山道入り口▶

▶
へ
ら
持
ち
地
蔵
…

以
前
は
田
ん
ぼ
の
中
に
あ
り

ま
し
た
が
、
ほ
場
整
備
の
た

め
に
移
転
さ
れ
ま
し
た

▲古くから石熊地区に伝わる
　じゃんがら念仏踊り

▲郡山神楽保存会の皆さんにより
　継承されている神楽

▲渋川芸能保存会の皆さんに
　より継承されている神楽

▲日吉神社
　祭神　大

おおやまくいのみこと
山昨命　日

やまとたけるのみこと
本武尊

▲山祗神社
　祭神　大

おおやまつみのかみ
山祇神

▲八幡神社　祭神　誉田別命

▲薬師堂
8月11日のお祭りには無病息災や新型インフル
エンザにかからないようにお祈りしました

▲フタバフルーツランド
　ブルーベリー畑

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

▶
朝
に
夕
に
登
下
校
の
子

ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
る
見
守
り
隊
の
皆
さ

ん
と
子
ど
も
た
ち

▶
８
月
13
日
に
盛
大
に

行
わ
れ
た
盆
踊
り

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

自
然
豊
か
な
十
万
山
と
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
が
生
息
す
る
前
田
川
の
源
流

初
日
の
出
参
拝
、
老
若
男
女
が
集
う
郡
山
海
岸

菌
床
シ
イ
タ
ケ
栽
培
と
緑
豊
か
な
田
園
風
景

モ
モ
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
ナ
シ
な
ど
が
実
る
観
光
果
樹
園

山本三喜雄 行政区長
齊藤　芳彦 行政区長

朝川　洋一 行政区長

石田　翼 行政区長
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86

97

細谷地区は、葉ノ木沢、大森、熊ノ沢、陳場沢、
陳場下など9つの小字からなる地区です。

三字地区は、前田、水沢、目廹の大字と反町、沢
田、山神前、
愛宕下など44
の小字からな
る地区です。

両竹地区は、花ノ木、農師町、稲荷廹、増田、細
田、一町田、深町
など12の小字から
なる地区です。

中田地区は、大仏前、宮田、川原田、西廹、舘腰
など12の小字からなる地区です。

三
さん

字
あざ

地区細
ほそ

谷
や

地区

両
もろ

竹
たけ

地区中
なか

田
だ

地区

▲樹齢約1,000年の前田の大スギ
　と稲荷神社

▲高台に建つ羽山神社
　祭神：羽

は
山
やま
戸
とのみこと
命　大

おおやまつみのかみ
山祗神

▲しろかき地蔵堂　本尊：地蔵尊▲中田地区を見守っている
　如

にょ
意
い
輪
りん
観音

▲前沢婦人会の皆さんにより
　継承されている女宝財踊り

▲地区のゲートボール場では、他の地区
　の人も集まって練習に励んでいます

▲両竹磨崖仏▲毎年2月の初午の日に例大祭が
　行われる稲荷神社
　祭神：倉

うがのみたまのかみ
稲魂神

▲目廹廹の観音堂
　本尊　十一面観世音

▲今年の干支である牛を町内で
　一番多く飼育している畜産農家

▲諏訪神社　祭神：建
たけみなかたのかみ
御名方神▲地区の中央を流れ、河童伝説が

　生まれた中田川

▶
地
区
の
皆
さ
ん
で
花

を
植
え
、
手
入
れ
を

し
て
い
る
花
壇

▶
地
区
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
に
は
楽
し
い
笑
い
声

が
響
い
て
い
ま
す

あまざけ地蔵▶

齊藤区長さん宅
には両竹地区に
まつわる貴重な
資料が大切に保
存されています

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

県
指
定
天
然
記
念
物
の
巨
木
「
前
田
の
大
杉
」
と
女
宝
財
踊
り

海
の
見
え
る
羽
山
神
社
と
農
業
・
工
業
が
調
和
の
取
れ
た
地
域

し
ろ
か
き
地
蔵
や
七
不
思
議
の
言
い
伝
え
と
諏
訪
の
森

昔
の
舘
（
城
）
跡
が
残
り
、
河
童
伝
説
が
あ
る
地
域

加村　英敬 行政区長
大橋　庸一 行政区長

齊藤　六郎 行政区長遠藤　實 行政区長
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1210

1311

山田地区は、山田、松廹の2つの大字と西郷内、
橋向、小林、鹿島平、萩平、羽黒沢など56の小字
からなる地区です。

新山地区は、北広町、本町、根小屋、広町、東舘
などの小字からなる地区です。

長塚一地区は、町、鬼木、町裏、深谷、町西、蛭
子堂、観音堂、町東、谷沢町の小字からなる地区
です。

浜野地区は、中野、中浜の大字と宮ノ脇、竹の花、
羽山前、高田など17の小字からなる地区です。

山
やま

田
だ

地区新
しん

山
ざん

地区

長
なが

塚
つか

一
いち

地区浜
はま

野
の

地区

▲八幡神社　祭神　誉
ほんだわけのみこと

田別命▲新山神社　祭神：大
おおやまつみおおかみ
山祗大神

▲双葉町のシンボル　清戸廹廹横穴の壁画デザイン

▲大聖院不動堂　本尊　不動明王▲八幡神社　祭神　誉
ほんだわけのみこと

田別命

▶
子
ど
も
た
ち
を

見
守
る
活
動（
杉

下
踏
切
付
近
）

▲人柱となった春林忠平の碑▲自性院　本尊：大
だい

日
にち

如
にょ
来
らい

▲初発神社　祭神　天
あまのなかぬしのおおかみ

之御中大神 ▲真宗大谷派　長命山正福寺
　本尊　阿弥陀如来

▲毎年、大勢の参加者で盛り上がる
　盆踊り大会

▲薬師堂　本尊　薬師如来▲日本の名門高校ベスト100に
　入った県立双葉高等学校

▲塩竃神社

▶
元
気
な
子
ど
も
た
ち
と

見
守
り
隊
の
皆
さ
ん

安
倍
の
三
本
桜
の
一
つ

樹
齢
約
１
２
０
０
年
の

桜
の
木

東羽黒のため池

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました 行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

緑
豊
か
な
山
と
田
園
、
観
光
名
所
の
「
双
葉
ば
ら
園
」

国
指
定
史
跡
の
「
清
戸
廹
横
穴
」、
南
小
・
双
中
・
双
高
が
位
置
す
る

Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
と
新
春
恒
例
ダ
ル
マ
市
が
開
か
れ
る
長
塚
商
店
街

前
田
川
の
河
口
を
挟
み
、
自
然
豊
か
な
田
園
地
帯

渡部　一美 行政区長竹原　天 行政区長

木幡　智清 行政区長

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

菅本　洋 行政区長
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1614

1715

鴻草地区は、北布田、北々斗廹、中谷地、町、町
後、山崎、台、高田など33の小字からなる地区で
す。

羽鳥地区は、下羽鳥、
上羽鳥の大字と南廹、
北沖、大道、沢入、榎
内など22の小字からな
る地区です。

長塚二地区は、原田、越田、西宮下、寺内前、寺
内廹、北目など9つの小字からなる地区です。

下条地区は、大字が新山で下条、牛踏、久保前、
蓬田、萩廹、弓廹、前沖、漆廹の小字からなる地
区です。

鴻
こうの

草
くさ

地区羽
は

鳥
とり

地区

長
なが

塚
つか

二
に

地区下
げ

条
じょう

地区

▲薬師瑠璃光如来　本尊　薬師如来▲昨年改修を行った阿弥陀堂
　本尊　阿弥陀如来

▲盆踊り大会▲常光山　妙勝寺
　本尊　釈迦牟尼佛

観音堂のイチョウ▶
樹齢約120年

▶
お
花
見
ま
つ
り

▶
８
月
13
日
に
盛

大
に
行
わ
れ
た

盆
踊
り
大
会

▶
足
を
守
る
神
様

　
足
尾
様

▲鴻草磨崖仏▲観音堂（如意山普門院）
　本尊　阿弥陀如来

▲白山神社 ▲旧郡役所跡の表示板▲熊野三社

▲鹿島神社　祭神　武
たけづちみかのかみ

甕槌神▲不動堂
　本尊　大聖不動明王

▲甘酒地蔵

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

行政区長行政区長さんにさんに聞聞きましたきました

鴻
草
磨
崖
仏
と
五
穀
豊
穣
祈
願
の
源
弱
山
の
火
明
か
し

名
高
い
米
処
と
多
く
の
参
詣
が
訪
れ
る
奥
相
三
十
三
観
音

小
学
校
や
幼
稚
園
、
元
気
な
声
が
響
き
わ
た
る
地
域

医
療
、
福
祉
と
介
護
の
連
動
型
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
地
域

髙松　平 行政区長

原中　良博 行政区長藤田　博司 行政区長

松木　秀男 行政区長
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双葉北小学校の母子像は、昭和34年7月、
福島県相馬市出身の小谷野（旧姓・斎藤）匡
子様が制作されたもの。当時、父親の斎藤
計氏が北小の校長をされていたことや、小
谷野さんが東京芸術大学芸術学科を卒業さ
れていたこともあり、北小の環境整備と情
操教育の一助にと母子像を制作し寄贈した。
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